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論文の内容の要旨
ダッタンソバ (Fagotyrumtataricluη) はタデ科ソバ属の l年生革本であり、日本人の食生活になじみ深い















を親としてダイアレル交配を行い、 15組の引を得た。 2006年にこれらの親と F1を用いて片側ダイアレル
分析を行った。その結果、草丈は棺加効果が大きく平均優性度が低い不完全優性を示す形質であり、種子重
は優位効果が大きく超優性を示す形質であること、開花まで日数は不完全優性の形質であるが、草丈より相
対的に優位効果が大きいことが示された。また、多くの形質において北陸4号は優性対立遺伝子座を多く持
ち、石ソバは劣性対立遺伝子座を多く持つことが示された。
個々の形質に関してより明確な遺伝解析ができることが期待された北経4号と石ソバの交配家系孔およ
びF:j分離世代を用いて、開花まで日数、草丈、個体あたり種子重の遺伝成分などを推定した。その結果、
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開花まで日数、草丈、種子重の広義の遺伝率は約 0.7で同じぐらいであったが、狭義の遺伝率はF:iにおけ
る種子が0.51と最も大きく、次は開花まで日数の0.37、草丈の0.26の頗であった。各形質の棺加効果と優
性効果の大きさから、ダッタンソバにおいて草丈と開花まで日数は世代を進め、遺伝率を高めた後期世代で
の選抜が有効であること、一方、種子重は相加効果が大きい形質であるため、初期世代での選抜が可能であ
ることが示された。さらに、 3つの形質の関係を調べた結果、種子重は草丈と、関花まで日数は草丈と強い
正の遺伝相関があった。これらの結果から、早生、短稗でかつ多収のダッタンソバの品種の育成は容易では
ないことが予想された。そこで、これらの形質の遺伝特性を考慮したうえで理想型の系統を効率的に育成す
る方法について以下手順を提案した。すなわち、初めに変異が大きい親問の交配から始まり、選抜対象形質
である開花まで日数、草丈、種子重に関しては、高い優性効果が認められたことから、単粒系統法で世代を
進めた後期世代で同時に選抜を行う。一方で、草丈についての強い選抜は収量に関して優れた遺伝子を逃が
す恐れがあるので、 60cm~ 100cmの幅を持って選抜を同時に行う。その後、系統育種法により選抜された
個体において系統ごとに純度検定を行い、回定度を確かめ、回定の確認された有望な系統について生産力検
定試験ならびに各種特性検定試験を行う。以上より、本研究ではダッタンソバにおける各農業形質の棺加分
散成分および優性分散成分を推定し、これらに基づいて品種育成に重要である最適な選抜時期、個体選抜や
系統選抜の規模や強度を提案した。さらに、ダッタンソバにおいて各農業形質問の関係を明らかにし、理想
型系統の効率的な育種方法を提案した。
審査の結果の要旨
ダッタンソパはルチンなど機能性が注呂され実需者からの需要は年々高まってきている。しかし、その機
能性解析は進んでいるものの作物としての改良はほとんどなされてこなかった。中国においては、需要の高
まりから多収系統の育成の要求がある。日本においては、ダッタンソパの需要はほとんど中国からの輸入で
賄われているが食の安全志向から居内生産の要求が高まってきている。これらに応えるためには、品種改良
が必要となるがダッタンソパではこれまでにほとんどの品種が在来品種からの純系選抜法によるものであ
り、育種目標にかなう系統は作出されていなかった。より広範な遺伝変異を積極的に利用していくには交雑
育種が適しているが、その利用には各形質の遺伝様式などの情報が不可欠となる。本研究は、古典的ではあ
るが、遺伝情報を入手するには強力な手法であるダイアレル分析法と分離世代解析法という統計遺伝学的手
法を駆使して、交雑育種を進展させるための遺伝情報を明らかにしたものである O 近年は、様々な植物種で
DNAマーカーを利用した量的形質解析 (QTL解析)が簡単にできるようになってはいるが、統計遺伝学的
手法による遺伝情報はQTL解析の精度を推定するにも不可欠なものである。その意味においても、本研究
の成果は今後のダッタンソバ育謹に大きな示唆を与えるものであり、高く評価される。
平成 24年 12月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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